
家庭の対応
児童 職員

大地震発生 大地震発生 大地震発生

□塀や建物から離れる。
□ゆれがおさまったら一時避難
場所に避難する。落ち着いたら
家か学校の近い方へ行く。場合
によっては近くの大人の指示に
従う。

□登校した者の把握・引き渡し
準備をする。
□震度５弱以上の場合は一旦学
校に留め置く。

□一時避難場所を確認する。
□確認できない場合は、通学路
を確認しながら、状況に応じて
学校へ引き取りに向かう。
□震度５弱以上の場合は一旦学
校留め置き。

授

業
中

□机の下にもぐって、机の脚を
つかむ。避難の際に防災頭巾を
かぶる。

□机の下にもぐらせ、安全を確
認させる。避難の際に防災頭巾
をかぶらせる。
□安心メール、電話、ホーム
ページで発信する。連絡不可の
場合あり。

休

み
時

間

放

課
後

□塀や建物から離れる。

□ゆれがおさまったら一時避難
場所に避難する。落ち着いたら
家か学校の内近い方へ行く。場
合によっては近くの大人の指示
に従う。

□引き渡しができない児童の掌
握保護。
□安心メール、ホームページで
下校状況や学校待機状況を伝え
る。連絡不可の場合あり。
□安否確認を行う。

□一時避難場所を確認する。
□確認できない場合は、下校路
を確認しながら、状況に応じて
学校へ向かう。　
□震度５以上の場合は一旦学校
留め置き。

甲府市立伊勢小学校

★この表はあくまでも対応のめやすです。各地域、各状況に応じた臨機応変な対応が必要です。

下
校

中

【重要】大地震発生時の対応のめやす

□教室等にいる児童の安全を確
保する。
□安心メール、電話、ホーム
ページで発信する。連絡不可の
場合あり。

　

□外にいる者は校舎から離れ
る。
□教室等にいる者は机の下にも
ぐって机の脚をつかむ。避難の
際に防災頭巾をかぶる。

学校における対応

学

校
に

い

る

と

き

登

校
中

□授業中の場合と同様に対応

□授業中の場合と同様に対

□授業中の場合と同様に対

□避難・被害状況の確認を

関係機関に報告する。

□引き渡し準備をする。

□係分担に従い行動する。
□状況に応じて、校庭、体育
館、教室、その他の場所で確

□静かに先生の指示に従う。
□状況に応じて、校庭、体
育館、教室、その他の場所
で、待機し、引き渡しを待
つ。

□安心メール、電話の指示
に従って行動する。ホーム
ページも確認する。
□原則として、学校への電
話での問い合わせはしない。
□引き取りに、自動車は使
わない。
□震度５弱以上の場合は、
一旦学校へ留め置く。

★児童引き渡し訓練の
とおり、在校中の場合
は学校にて引き渡しを
行います。
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